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地域社会との連携

交通安全の輪を地域に拡げる
指導者の活動をサポート
Hondaは地域の交通安全指導者や関連企業の従業員に対し、教育プログラムや指導方法を提供し、その活動をサポートしてい
ます。

Honda 関連企業内に
インストラクターを養成

Hondaは関連企業内の交通安全指導者「Hondaパートナーシッ
プインストラクター（以下、HPI）」の養成をサポートしていま
す。HPI は自社内および事業所の周辺地域における交通安全教
育の普及に取り組んでおり、その活動の 1 つが親子交通安全
教室の開催です。この教室は、子どもには事故の危険や怖さ、
保護者には自らが事故を防ぐ知識と、子どもの行動特性を理解
していただくことを目的としています。各地域とも交通行政、
自治体、関係諸団体と連携しながら、継続して展開され、開催
地区も拡大しています。

海外における活動

現地の交通状況に応じて展開される
安全運転普及活動を支援
海外における安全運転普及活動は、国内と同様に「人から人への手渡しの安全」「参加体験型の実践教育」を基本とし、海外事
業所が主体となって展開しています。活動は、販売店でのお客様への安全アドバイス、交通教育センターでの運転者教育、学
生や子どもを対象とした安全教育を中心に、政府や関係諸団体とも連携をとった活動を実施しています。Honda は各国の交
通状況に即した様々な活動が活発に展開されるよう支援しています。

アジア大洋州における
二輪の安全運転普及活動の強化を支援

アジア大洋州地域における交通事故削減をめざして、2018年
5月にAsian Honda Motor Co., Ltd.が主催する二輪事業所の
安全運転部門のマネージャーを集めたミーティングがタイで
開催されました。出席者はアジア大洋州地域の12カ国14事
業所37名にのぼり、各国の安全運転普及活動の状況、事故を
減らす取り組みなどが紹介されました。参加者にとっては具
体的なノウハウの共有や意見交換を行う機会となりました。

タイの危険予測トレーニング動画の
制作を支援

タイの二輪販売会社A.P. Honda Co., LTD.は交通教育セン
ター、販売店、関係諸団体と連携し、二輪車の安全運転普及活
動を推進しています。今年度は新たな取り組みとして、より多
くの方に危険予測を学んでいただくために、自社Webサイト
で 危 険 予 測 ト レ ー ニ ン グ 動 画「Accident  Prediction
Training」（以下、APT）を公開。Hondaはこれまでに得た危険
予測トレーニングのノウハウをもとにAPT制作のアドバイス
を行いました。今年度末までに全40シーンを公開し、今後は、
交通教育センター、販売店をはじめ、様々な機会を活用し、危
険予測の重要性を普及していく予定です。

中国におけるインストラクターの
養成を支援

Honda の中国現地法人である本田技研工業（中国）投資有限公
司（HMCI）は、中国国内の事故削減をめざし、2018年から自
社内の二輪チーフインストラクター養成を開始しました。本
年はHMCIより3名がツインリンクもてぎ内のアクティブセー
フティトレーニングパークを訪れ、11日間の研修を受講。今
年度中にこの3名のチーフインストラクターが、販売店スタッ
フ向けに安全運転指導者養成研修を開催する予定です。将来
はこれらの指導者による安全運転イベントを各地で展開し、
一人でも多くのお客様に参加いただき、安全運転活動の定着
化をめざしています。

2018年 親子交通安全教室開催実績

4月　（株）ケーヒン（栃木県）
6月　九州武蔵精密（株）（熊本県）

　（株）ケーヒン（宮城県）
　　　武蔵精密工業（株）（愛知県）
7月　（株）ケーヒン（埼玉県）

日信工業（株）（新潟県）※
9月　トピーファスナー工業（株）（長野県）
10月（株）ショーワ（静岡県）

ヴィオニア日信ブレーキシステムジャパン（株）（長野県）※
　　　※…初開催

飛び出しの危険性を人形を使って再現

巻き込みの危険性を実験を通して考える

アジアの二輪事業所の安全運転部門から参加したマネージャー

HMCI二輪チーフインストラクターの研修

タイの交通環境を再現

危険予測の設問シーン

交通安全教育プログラム勉強会

新たなノウハウの創出をめざす
情報交換の場づくり

地域の交通安全指導者を対象にした交通安全教育プログラム
勉強会を2015 年から毎年開催しています。参加者が相互に指
導内容の共有や意見交換することで、指導に役立てていただく
こと、参加者の知識と経験を新たなプログラムの開発に活かす
ことが目的です。今年は 19 地区から交通安全指導者 30名が
参加しました。「小学校高学年・中学生を対象としたプログラ
ム」をテーマに、参加者が日頃の活動内容や指導に活用してい
る教材を紹介。さらに、グループに分かれて、何をどのように
伝えるべきかを討議しました。勉強会で提案された意見やアイ
デアを反映し、新たなプログラムの開発を行っていきます。




